


第３５８号 平成２７年４月１０日（２）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

�������	
��
��
��������
会員情報各種変更届等　当所ホームページからダウンロードできます。（ＵＲＬは表紙に記載）

　

わ
が
国
経
済
の
動
き
を
見
る
と
、

平
成　

年
度
は
国
の
経
済
対
策
が

２６

進
め
ら
れ
る
中
、
消
費
税
率
引
上

げ
に
と
も
な
う
反
動
減
に
よ
る
落

ち
込
み
で
、
政
府
の
見
込
み
ど
お

り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
経
済
は
景
気
回
復
に
向
か
い
、

円
安
が
追
い
風
を
ま
ね
き
、
さ
ら

に
は
原
油
安
に
よ
り
、
国
内
企
業

の
業
績
回
復
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
円
安
傾
向
が
続
く
と

見
ら
れ
、
製
造
業
の
国
内
回
帰
が

一
段
と
進
み
、
中
小
・
小
規
模
企

業
、
全
産
業
へ
と
波
及
し
、
景
気

回
復
を
加
速
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
リ
ス
ク
と
し
て
欧
州
ユ

ー
ロ
圏
並
び
に
中
東
地
域
を
は
じ

め
と
す
る
動
向
が
、
日
本
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
火
種
が
燻

ぶ
っ
て
お
り
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

中
野
市
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

を
み
る
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
製
造
業
で
は

受
注
の
持
ち
直
し
な
ど
で
、
厳
し

さ
は
薄
ら
い
で
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
関
連

に
お
い
て
は
消
費
税
率
引
上
げ
に

よ
り
需
要
の
反
動
減
に
よ
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
建
設
業
関
連

に
つ
い
て
は
、
市
内
に
住
宅
地
造

成
の
動
き
も
み
ら
れ
業
況
の
改
善

が
窺
え
る
も
の
の
、
人
材
の
確
保

難
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
政
府
は
緊
急

経
済
対
策
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
反
動
減

を
補
い
・
景
気
の
底
上
げ
を
は
か

る
大
型
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
所
と
し
ま
し
て
も
、
中
野
市
と

の
連
携
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
延

伸
開
業
に
よ
り
、
人
・
も
の
の
往

来
が
確
実
に
増
え
て
き
て
お
り
、

こ
の
「
信
州
中
野
」
を
国
内
外
に

広
く
認
知
し
て
も
ら
え
る
絶
好
の

機
会
を
逸
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
店
会
連
合
会
が
主

管
と
な
り
昨
年
度
か
ら
取
組
ん
で

い
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」・「
ワ
ン
コ
イ

ン
セ
ー
ル
」
は
、
既
存
商
店
の
掘

り
起
こ
し
と
消
費
者
の
興
味
を
掻

き
立
て
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

個
店
の
一
層
の
努
力
に
よ
り
、
地

域
商
業
全
体
の
魅
力
が
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
、
商
工
会
議
所
と
し
て
も

取
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
参

り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
地
域
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
、
こ
う
し
た
現
況

を
打
開
す
べ
く
会
員
企
業
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
者
の
意
見
を
集
約

し
、
国
・
県
・
市
に
対
し
て
景
気

対
策
、中
小
企
業
対
策
、税
制
改
正
、

社
会
保
障
制
度
並
び
に
中
心
市
街

地
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
積
極
的
に
政
策
要
望

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
活
性
化
に
は
地
域
資
源
の
活

用
と
発
掘
並
び
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
。
加
え
て
、
伝
統
文
化
を

全
国
的
に
発
信
す
る
た
め
、
観
光

振
興
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な

事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
対

策
な
ど
に
も
引
続
き
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
企
業
が
抱
え
る

課
題
解
決
の
た
め
、
会
員
の
情
報

交
換
の
機
会
創
設
、
会
員
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
取
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
経
営
相
談
会
・
出
前
相
談
を

強
化
し
、
経
営
改
善
・
経
営
革
新

の
支
援
を
積
極
的
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

信
州
中
野
商
工
会
議
所
は
市
内

の
商
工
業
の
振
興
と
地
域
社
会
活

性
化
の
た
め
、
商
工
会
議
所
運
営

に
係
る
重
点
事
項
及
び
事
業
計
画

を
定
め
て
役
員
・
議
員
、
職
員
が

一
丸
と
な
り
、
目
標
達
成
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。
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　平成２７年度の事業計画及び収支予算などを審議する常議員会が３月１７日、通常議員総会が３月２５日に開催され、
次に掲げる全ての議案が原案どおり承認及び認定されました。 
　なお、平成２７年度の会計は、前年度同様に一般会計のほか８特別会計の９会計。
　第１号議案　監事の選任について
　第２号議案　議員の選任について
　第３号議案　常議員の選任について
　第４号議案　平成２６年度収支補正予算 （案） について
　第５号議案　平成２７年度入会金、会費、特別会費、負担金の賦課額 （案） について
　第６号議案　平成２７年度借入金最高限度額 （案） について
　第７号議案　平成２７年度事業計画 （案） について
　第８号議案　平成２７年度収支予算 （案） について（一般会計並びに８特別会計）
　第９号議案　定款変更の改正（案）について
　
○新監事・議員・常議員の紹介はｐ４に掲載
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 （３）平成２７年４月１０日 第３５８号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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（但し、振替日が土・日
・祝日の場合は翌営業日）
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�
商
業
、
工
業
、
交
通
、
観
光
等
の
産
業

振
興
に
関
す
る
意
見
・
要
望

�
地
域
活
性
化
及
び
地
域
振
興
に
関
す
る

意
見
･
要
望　

�
行
政
及
び
市
議
会
と
の
連
携
強
化

　

ア　

市
理
事
者
と
の
懇
談
会
開
催

　

イ　

市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
開
催

�������	
��
����

�������	


�
�����
������	
��

�
中
期
行
動
計
画
の
策
定
研
究

�
組
織
基
盤
の
強
化

　

ア　

議
員
定
数
及
び
議
員
選
挙
制
度
の

　

あ
り
方
研
究

　

イ　

会
員
加
入
促
進
の
実
施

�
財
政
基
盤
の
強
化

　

ア　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
加
入
推
進

　

の
実
施

　

イ　

収
益
事
業
の
研
究
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ

　

ト
の
立
上
げ
研
究
ほ
か
）

�
組
織
活
動
の
強
化

　

ア　

会
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
会
員
サ

　

ー
ビ
ス
強
化

　

イ　

青
年
部
、
女
性
会
、
支
部
連
合
会
、

　

豊
田
支
部
と
の
懇
談
会
開
催

�
会
員
交
流
事
業
の
実
施
及
び
研
究

　

ア　

中
野
市
経
済
新
春
賀
詞
交
歓
会
の

　

開
催

　
　
　
　

〃　

新
春
経
済
講
演
会
の
開
催

　

イ　

会
員
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
実
施

　

ウ　

新
規
会
員
交
流
事
業
の
開
催
研
究

�
他
の
委
員
会
事
業
に
属
さ
な
い
事
項

　

ア　

近
隣
商
工
会
議
所
と
の
交
流

�������	
���

�������	
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�
ま
ち
づ
く
り
支
援
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
活
動
支
援
、

講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
）

�
空
き
店
舗
調
査
と
情
報
公
開

�
商
品
券
発
行
に
よ
る
市
内
商
業
の
活
性

化
支
援

�
誘
客
対
策
及
び
催
物
の
実
施

�
青
年
部
、
女
性
会
、
中
野
市
商
店
会
連

合
会
と
の
連
携

�
先
進
地
視
察

�
信
州
中
野
土
人
形
資
料
館
の
設
置
研
究

�������	
���

�������	
�

�
企
業
間
相
互
（
産
・
産
）、
連
携
支
援
機

関
（
産
・
官
）、
大
学
等
学
術
機
関
（
産

・
学
）
と
の
連
携
に
よ
る
「
新
事
業
、

新
産
業
創
出
」
へ
の
支
援

�
科
学
技
術
共
同
研
究
事
業
の
実
施

�
製
造
業
部
会
、
建
設
業
部
会
と
の
連
携

に
よ
る
活
動

�
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

　

ア　

長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
善
光
寺
バ
レ

　

ー
地
域
セ
ン
タ
ー

　

イ　

二
十
一
世
紀
北
信
州
も
の
づ
く
り

　

産
業
振
興
会

　

ウ　

中
野
市
建
設
業
協
会

�
製
造
業
、
建
設
業
振
興
に
係
る
工
業
セ

ミ
ナ
ー
、
講
演
会
の
実
施

�
先
進
工
業
地
域
・
企
業
・
施
設
の
視
察

研
修

�
中
野
市
産
業
展
開
催

�������	
�
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�
観
光
振
興
の
た
め
の
連
携
強
化

　

ア　

中
野
市
、
信
州
な
か
の
観
光
協
会

　

と
の
連
携
強
化

　

イ　

市
内
観
光
関
連
施
設
並
び
に
観
光

　

産
業
事
業
者
と
の
連
携
強
化

　

ウ　

広
域
観
光
団
体
等
と
の
連
携
（
信

越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
、
上

信
越
ふ
る
さ
と
街
道
協
議
会
）

�
観
光
に
関
す
る
情
報
発
信
の
強
化

�
全
国
土
人
形
即
売
市
の
実
施
及
び
実
施

内
容
の
検
討

�
中
野
陣
屋 
光
と
音
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

実
行
委
員
会
へ
の
協
力

�
観
光
振
興
の
た
め
の
調
査
研
究（
観
光
・

交
通
業
部
会
と
の
合
同
会
議
）

�
観
光
先
進
地
へ
の
視
察
研
修

�
他
の
委
員
会
と
の
連
携

　�������	
�

�������	
�

�
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
の
定
期
発
行

�
各
種
情
報
の
収
集
と
提
供

�
各
種
参
考
資
料
の
提
供

�
視
察
研
修
の
実
施

�
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

�
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
の
掲
載
内
容
の
検
討

・
研
究
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�
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
の
利
用

促
進
及
び
同
審
査
会
の
開
催

�
人
材
の
育
成
及
び
雇
用
対
策

　

ア　

新
規
就
職
者
激
励
大
会
の
実
施

　

イ　

優
良
従
業
員
の
表
彰

　

ウ　

検
定
事
業
の
推
進

�
少
子
化
対
策
事
業
の
推
進

�
先
進
業
視
察

�������	
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���
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�

�
各
種
制
度
資
金
の
斡
旋
に
係
る
相
談
、

調
査
及
び
指
導

�
企
業
へ
の
巡
回
・
窓
口
に
よ
る
（
経
営
、

金
融
、
税
務
、
労
働
、
取
引
）
相
談
、

指
導
の
充
実

�
講
習
会
の
開
催
に
よ
る
支
援

�
専
門
家
に
よ
る
相
談
及
び
指
導

　

ア　

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
の
実
施

　

イ　

個
別
巡
回
相
談
指
導
の
実
施

�
小
規
模
振
興
委
員
の
活
用
に
よ
る
連
絡

強
化

�������	
����
��

�����

�
中
野
祭
事
業
（
中
野
ひ
な
市
・
東
山
さ

く
ら
祭
り
、
祇
園
祭
・
え
び
す
講
）
の

企
画
、
推
進
及
び
支
援

�
中
野
バ
ラ
ま
つ
り
の
支
援

�
豊
田
地
域
振
興
事
業
の
支
援

�
�������	
��
��

��
�
簿
記
検
定
試
験
の
実
施

�
販
売
士
検
定
試
験
の
実
施

�
珠
算
検
定
の
実
施

�
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
の
実
施
支
援

�
電
子
会
計
実
務
検
定
試
験
の
実
施
支
援

�
�������	
��
���

��
�
労
働
保
険
事
務
組
合
の
運
営

�
労
働
保
険
受
託
事
務
の
実
施

�
����

��
�
環
境
問
題
等
に
関
す
る
対
策

�
関
係
団
体
の
事
務
受
託
及
び
支
援

�
社
会
福
祉
、
文
化
向
上
等
に
関
す
る
事

業
の
推
進
と
協
賛

��
�
�
�
�

�
�
�
�

��
�
�
�
�

�
�
�
�

１
。
行
政
機
関
等
へ
の
意
見
具
申
、

要
望
活
動
の
実
施

２
。
会
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
推
進

３
。
商
工
会
議
所
中
期
行
動
計
画

の
策
定
研
究

４
。
商
工
会
議
所
の
組
織
財
政
基

盤
及
び
共
済
制
度
の
強
化
、 推
進

５
。
部
会
活
動
の
活
発
化

６
。
中
心
市
街
地
活
性
化
支
援

７
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た

な
観
光
や
食
等
の
活
性
化
の
研

究
、
推
進

８
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

９
。
経
営
改
善
普
及
事
業
等
、
中

小
・
小
規
模
企
業
支
援
事
業
の

推
進

　

。
人
材
育
成
、
雇
用
確
保
事
業

１０
の
実
施

　

。
少
子
化
・
子
育
支
援
対
策
事

１１
業
の
推
進

　

。
青
年
部
、 女
性
会
の
活
動
支
援

１２
　

。
中
野
市
商
店
会
連
合
会
、
信

１３
州
な
か
の
観
光
協
会
ほ
か
、
関

係
団
体
と
の
連
携
強
化

　

。
買
い
物
弱
者
問
題
へ
の
取
組

１４
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中野市内約２７０店で使える商工会議所発行
共通商品券が便利です。

新
監
事　

北　

村　

公　

吉 
氏

新
常
議
員
・
３
号
議
員

　
　
　
　

宮　

川　
　
　

浩 
氏

新
議
員
・
２
号
議
員

　
　
　
　

山　

田　

広　

治 
氏

�
�
����
�
�
�
	


�
�


�
�

　

昨
年　

月
、
湯
本
澄
夫
監
事
の
急
逝
に
と
も
な
う
欠
員
監
事
等
の
選

１１

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
監
事
に
は
こ
れ
ま
で
３
号
議
員
で
常
議
員
の

北
村
公
吉
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
村
氏
の
監
事
就
任
に
と

も
な
い
、
後
任
は
こ
れ
ま
で
２
号
議
員
の
宮
川
浩
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

宮
川
氏
の
後
任
の
２
号
議
員
に
は
山
田
広
治
氏
（
中
野
石
油
㈱
専
務

取
締
役
）
を
、
ま
た
、
１
号
議
員
に
阿
部
嘉
範
氏
（
㈱
湯
本
工
務
店
代

表
取
締
役
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
、
市
内
企
業
に
就

職
し
た
皆
さ
ん
の
門
出
を
祝
い
、

職
業
意
識
の
高
揚
を
図
り
喜
び

と
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
中
野
市
と
当

所
の
共
催
で
開
催
し
て
い
る

新
規
就
職
者
激
励
大
会
を
４

月
７
日
、
中
野
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
内

企
業
・
団
体
等
か
ら　

名
の

100

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
主

催
者
の
池
田
茂
中
野
市
長
、

山
田
彰
一
会
頭
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
飯
山
公
共
職
業
安

定
所
長
を
は
じ
め
ご
来
賓
か

ら
の
祝
辞
。
続
い
て
、
新
規

就
職
者
を
代
表
し
て
中
野
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱
小
林
綾

華
さ
ん
よ
り
「
職
場
に
早
く

慣
れ
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
希
望
に
満
ち
た
答
礼
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
新
聞
活
用
」

と
題
し
、
新
社
会
人
と
し
て

新
聞
の
読
み
方
に
つ
い
て
信

濃
毎
日
新
聞
社
読
者
セ
ン
タ

ー
の
畑
光
一
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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新
議
員
・
１
号
議
員

　
　
　
　

阿　

部　

嘉　

範 
氏

▲主催者式辞 池田中野市長▲主催者式辞 池田中野市長 ▲主催者式辞 山田会頭▲主催者式辞 山田会頭

▲代表答礼 小林綾華さん▲代表答礼　小林綾華さん

▲畑光一 信毎読者センター長▲畑光一 信毎読者センター長



 （５）平成２７年４月１０日 第３５８号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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取扱損保会社　㈱損害保険ジャパン・東京海上日動火災保険㈱
 （50音順）　　富士火災海上保険㈱

　

当
所
情
報
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
部
会
（
掛
川
満
部
会
長
）
主
催

に
よ
り
、
３
月　

日
に
当
所
第
一

１２

会
議
室
に
お
い
て
、　

名
を
超
え

３０

る
聴
講
の
中
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠

点
に
山
ノ
内
町
の
地
獄
谷
野
猿
公

苑
の�
ス
ノ
ー
モ
ン
キ

ー�
が
脚
光
を
浴
び
る

よ
う
に
し
た
仕
掛
人
の

１
人
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
を
呼
び
水
に
地

方
の
活
性
化
を
図
り
た

い
と
株
式
会
社
ま
ち
ノ

ベ
イ
ト
を
設
立
し
た
、

同
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
笠
原
崇
弘

氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
ま
ち

ノ
ベ
イ
ト
の
取
組
、
ス

ノ
ー
モ
ン
キ
ー
ネ
ッ

ト
」、「�
ス
ノ
ー
モ
ン
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト�
と
し
て

観
光
地
の
ブ
ラ
ン
ド

化
」、「
受
け
入
れ
態
勢

の
拡
充
・
強
化
」
の
３

部
構
成
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
冒
頭
、「
１
０

０
万
人
の
外
国
人
観
光
客
は　

万
１０

人
の
定
住
人
口
の
消
費
に
匹
敵
す

る
」
と
始
ま
っ
た
。
公
式
統
計
資

料
を
参
考
に
。
世
界
人
口　

億
人

７３

の
う
ち　

％
の　

億
人
が
ア
ジ
ア

６０

４４

圏
の
人
口
。
２
０
１
４
年
、
訪
日

観
光
客
１
、
３
４
１
万
人
の
う
ち

１
０
６
１
万
人
が
ア
ジ
ア
圏
。

　

拠
点
と
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

１
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
６
百
万
円
と
、

日
本
の　

倍
、
世
帯
給
与
所
得
は
、

１.７

　

百
万
円
と
日
本
の　

倍
、
物
価

１１

２.５

は
２
倍
で
あ
る
が
、
共
働
き
が
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
人
は
親
日
家
が
多
く
、

日
本
・
東
京
・
北
海
道
の
認
知
度

は
１
０
０
％
。
長
野
の
認
知
度
は

　

％
以
下
、
雪
と
は
無
縁
の
国
と

５０あ
っ
て
、
長
野
冬
季
五
輪
は
知
ら

な
い
人
が
多
い
。
し
か
し
、
ス
ノ

ー
モ
ン
キ
ー
は　

％
、
温
泉
に
入

４８

る
に
至
っ
て
は　

％
、
ど
こ
か
？

８６

に
つ
い
て
は
７
％
に
落
ち
込
む
。

地
元
・
日
本
人
に
は
当
た
り
前
的

に
知
ら
れ
て
き
た
地
獄
谷
野
猿
公

苑
の
温
泉
に
浸
か
る
野
猿
達
の
姿

が
、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

の
人
達
に
し
て
み
れ
ば
、『
猿
+
温

泉
+
雪
』
が
非
日
常
的
で
世
界
唯

一
で
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

惹
か
れ
て
訪
日
。

　

野
猿
公
苑
と
い
う
場
所
だ
け
で

は
弱
く
、
国
内
外
の
地
域
間
競
争

が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
で

仕
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。
長
野
県

北
信
一
帯
を�
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト�
と
し
て
、
北
信
地
域

の
強
み
を
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な
い
。

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
は
、
非

日
常
感
、
興
味
の
動
線
は
何
か
で

あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
果
樹

が
木
に
な
っ
て
い
る
の
は
と
て
も

珍
し
い
こ
と
。

　

長
期
滞
在
す
る
外
国
人
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
自
分
の
地

域
だ
け
を
売
る
と
い
う
発
想
は
、

外
国
人
か
ら
見
た
地
域
の
魅
力
を

半
減
さ
せ
る
。
個
別
地
域
の
利
益

最
大
化
を
目
指
す
よ
り
も
、
広
域

で
の
利
益
最
大
化
を
目
指
す
。
何

を
売
る
か
で
は
な
く
、
何
が
求
め

ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
。

こ
う
し
た
中
で
、
会
社
ま
ち
ノ
ベ

イ
ト
の�
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト�
へ
の
取
組
と
し
て
上
林
の

直
営
店
『
猿
座
カ
フ
ェ
』、
周
辺
整

備
（
遊
歩
道
等
）
や
地
元
旅
館
と

の
受
入
態
勢
等
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
中
野
市
に
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
素
材
が
た

く
さ
ん
あ
る
！
そ
れ
は
、
音
楽
の

ま
ち
、
特
産
の
野
菜
・
果
樹
（
き

の
こ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ブ
ド
ウ

・
り
ん
ご
な
ど
）
が
あ
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
自
然
の
恵
み
（
農
業
）

と
観
光
の
融
合
。

　

そ
し
て
、
変
わ
ら
な
い
た
め
に

は
、 変
わ
り
続
け
る �innovations

to
preserve

our
traditions�

…
ま

ち
を
せ
か
い
に　

子
ど
も
達
に
魅

力
あ
る
ま
ち
を
、
と
綴
り
、
講
演

を
終
え
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
外
国
人
ば
か

り
で
な
く
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
延

伸
に
期
待
す
る
当
地
域
に
お
い
て

国
内
旅
行
者
の
誘
客
に
も
通
ず
る

共
通
な
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
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師
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あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険㈱・富士火災海上保険㈱・
三井住友海上火災保険㈱

�
中
野
土
び
な
抽
選
会
に
６
０
０
人
超

　

並
ぶ

　

北
信
州
に
春
を
告
げ
る
伝
統
行
事

「
中
野
ひ
な
市
」
を
３
月　

日
、
４
月

３１

１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。　

日
は
晴
天

３１

に
恵
ま
れ
、
１
日
は
小
雨
が
降
っ
た
も

の
の
、
暖
か
い
ま
ち
は
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

「
中
野
土
び
な
展
示
即
売
会
」
は
、

今
年
か
ら
会
場
を
商
工
会
議
所
か
ら
中

野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
に
変
更
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
土
び
な
の
展
示
は　

日
３０

か
ら
始
ま
り
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る

方
が
会
場
に
訪
れ
、
お
目
当
て
の
土
び

な
を
探
し
た
り
、
写
真
撮
影
を
し
た
り

と
会
場
が
ご
っ
た
返
す
賑
わ
い
で
し
た
。

　

１
日
の
即
売
会
に
は
年
度
末
に
関
わ

ら
ず
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
土
人
形
フ

ァ
ン
が
中
野
土
び
な
を
求
め
て
訪
れ
、

中
町
通
り
に
は　

人
を
超
え
る
長
蛇
の

６００

列
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
奈
良
家

・
西
原
家
あ
わ
せ
て　

点
が
販
売
さ
れ

４４９

ま
し
た
。

　

中
野
陣
屋
前
広
場
で
は
、
全
国　

ヶ
２０

所
を
一
堂
に
集
め
た
「
全
国
土
人
形
即

売
市
」
を
開
催
し
、
約　

点
を
販
売
し

３００

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
同
会
場
で
「
ひ

な
市
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
当
所
会
員

事
業
所
の　

店
の
出
店
に
よ
り
お
土
産

１３

品
等
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
夜
は
西
町
祭
祀
団
に
よ
る
「
大

３１
灯
籠
び
な
行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
基
の
灯
籠
び
な
が�
わ
っ
し
ょ
い�

と
い
う
大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に
市
街

地
を
行
進
し
、
ひ
な
市
の
夜
を
華
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。
行
進
中
、
市
街
地
の

２
ヶ
所
で
行
わ
れ
た
福
ま
き
も
好
評
で

し
た
。

　

１
日
は
、
中
野
市
合
併　

周
年
記
念

１０

事
業
と
し
て
「
麻
衣
さ
ん
ふ
れ
あ
い
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
野
市

音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
麻
衣
さ
ん

を
迎
え
、中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ『
空

み
あ
げ
て
』
の
ほ
か
５
曲
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
中
野

小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん
（　

人
）
に
よ

１３０

る
合
唱
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の�
キ
ノ
コ
フ

レ
ン
ズ�
（
Ｊ
Ａ
中
野
市
）
と�
な
ー

の
ち
ゃ
ん�
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
）
も

来
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
街
地
の
商
店
等　

店
７３

の
協
力
に
よ
り
３
月
１
日
か
ら
４
月
１

日
ま
で
開
催
し
た
「
ま
ち
か
ど
土
び
な

展
」
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て

歩
く
親
子
連
れ
や
観
光
客
の
姿
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
日
の
運
営
を
は
じ
め
、

準
備
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
当
所
役

員
・
議
員
及
び
関
係
団
体
の
皆
様
に
よ

り
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
全
国
土
人
形
即
売
会
・
即
売
開
始
直
後

　

の
よ
う
す

�
大
灯
籠
び
な
（
鯛
乗
り
恵
比
寿
）

▲熱唱する麻衣さん ▲ひな市フェア
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　この改正は，コーポレート・ガバナンスの強化及び親子会社に関する法律の整備等を図ることを目的とす
るものです。主な改正点は以下のとおりです。
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　�　社外取締役の機能を活用しやすくするための監査等委員会設置会社制度が創設されます。
　�　社外取締役を置いていない上場会社等の取締役は，定時株主総会でその理由を説明しなければならな
　　　いとされています。
　�　社外取締役の要件が厳格化されます。
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　�　完全親子会社の株主を保護することを目的とした多重代表訴訟制度が創設されます。
　�　組織再編における株主を保護するため，組織再編の差止請求制度が拡充されます。
　�　詐害的会社分割によって害される債権者の保護規定が新設されます。
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　これまで，監査役を設置している株式会社については，一律「監査役設置会社」として登記されていまし
たが，監査役の監査の範囲を会計に限定する旨の定めがある場合，監査役の範囲の登記が必要になります。
定款にこの定めがある場合は監査役の監査の範囲を会計に関するものに限定する旨の定款の定めに関する登
記をすることとなり，本年５月１日以後，最初にする監査役の変更登記（就任，再任又は退任）に関する登
記と同時にする必要があります。
　また，新たに監査の範囲を限定する定めを設けたときや廃止したときは，変更登記が必要になります。
　
お問合せ　長野地方法務局法人登記部門　�０２６－２３５－６６５１
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中
野
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
・
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
会
長
・
山
田

会
頭
）
は
、
中
野
市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
の�
激
励
会�
を
４
月
５

日
、「
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
な
か
の
」
に
お
い
て
当
所
役
員
・
議
員

を
は
じ
め
、
大
勢
の
関
係
者
並
び
に
市
民
が
出
席
し
、
選
手
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

山
田
会
長
、
池
田
中
野
市
長
、
芋
川
市
議
会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
激
励
の
こ
と
ば
を
贈
ら
れ
、
続
い
て
、
三
澤
今
朝
治
球
団
社
長
、

岡
本
克
道
新
監
督
、
コ
ー
チ
並

び
に
各
選
手
の
自
己
紹
介
と
今

季
の
意
気
込
み
と
優
勝
へ
の
強

い
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
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【前期】５月２日（土）
　　　　　　富山サンダーバード戦
　　　　８月２日（土）
　　　　　　新潟アルビレックス戦
【後期】９月６日（土）
　　　　　　富山サンダーバード戦
このほか交流戦、７月２８日（火）
　　　　　　ソフトバンク戦

▲激励する山田会長▲激励する山田会長
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Ｉ
Ｔ
は
日
進
月
歩
で
、
ク
ラ
ウ

ド
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ
た
活

字
が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
媒
体
に

載
ら
な
い
日
は
な
い
。
同
時
に
、

日
本
で
は
医
療
シ
ス
テ
ム
改
革
の

た
め
の
医
療
デ
ー
タ
の
活
用
や
行

財
政
の
効
率
化
ツ
ー
ル
と
し
て
の

Ｉ
Ｔ
活
用
の
要
請
も
強
ま
っ
て
い

る
。

　

日
本
は
、
電
気
・
電
子
産
業
が

発
達
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
も
進
み
、

そ
の
環
境
は
世
界
で
も
屈
指
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、

せ
っ
か
く
ハ
ー
ド
の
整
備
が
進
ん

で
も
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
と
な
る
と
、

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

全
国
で
も
屈
指
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
を
整
え
た
徳
島
県
神
山
町

が
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
呼
び
込
み
に

成
功
し
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
例
が
話
題
に

な
る
く
ら
い
、
成
功
事
例
は
少
な

い
。

　

企
業
も
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
は
熱
心
だ
。
社
内
の
情
報
化
、

業
務
の
効
率
化
に
は
、
確
か
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
外

情
報
の
共
有
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
商
品
企
画
と
な
る
と
、
必
ず
し

も
活
用
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
も

そ
も
、
Ｉ
Ｔ
担
当
役
員
が
い
な
い

か
、
い
て
も
十
分
な
権
限
と
予
算

が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
最
高
経
営
責

任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
最
高
財
務
担

当
（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
は
い
る
が
、
最
高

情
報
責
任
者
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）
を
置
い

て
い
る
企
業
は
少
な
い
。

　

で
は
、
政
府
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
政
府
内
で
も
２
０
０
０
年

代
初
め
に
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
進
ん
だ
。
し

か
し
、
そ
の
後　

年
に
わ
た
っ
て

10

Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
足
踏
み
し
て
き
た
。

こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
民
間
か
ら

任
用
さ
れ
た
政
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
下
で

改
革
が
動
き
出
し
、
こ
れ
か
ら
省

庁
間
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
や
ル

ー
ル
の
共
通
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
効
果
な
ど
が
現
れ
て
く
る
と
み

ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
電
子
政
府

な
ど
の
使
い
勝
手
の
悪
さ
は
相
変

わ
ら
ず
だ
。
ユ
ー
ザ
ー
（
国
民
）

本
位
の
電
子
政
府
と
は
お
世
辞
に

も
言
え
な
い
。
従
っ
て
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ッ
シ
ュ
型

の
サ
ー
ビ
ス
（
住
所
を
届
け
さ
え

す
れ
ば
、
政
府
の
側
か
ら
国
民
が

利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
能
）

の
提
供
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
で
は
、
業
務
改
革
と

行
政
関
連
情
報
の
住
民
へ
の
開
放

の
期
待
を
背
負
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
が

導
入
さ
れ
た
が
、
活
用
し
て
い
る

の
は
、
ご
く
一
部
の
自
治
体
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

海
外
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
欧

州
で
は
、
す
で
に
プ
ッ
シ
ュ
型
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
国
や
、

自
分
の
年
金
の
受
給
権
や
将
来
の

見
通
し
な
ど
を
ネ
ッ
ト
で
提
供
し

て
い
る
国
も
あ
る
。
ま
た
、
企
業

の
間
で
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
蓄
積

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
そ
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
サ
ー
ビ
ス
提
供

へ
の
活
用
が
急
速
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

　

日
本
は
ど
う
す
れ
ば
遅
れ
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
来

年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
Ｉ
Ｔ
活
用
を
進

め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

納
税
、
社
会
保
障
と
銀
行
口
座
が

一
つ
の
番
号
の
も
と
で
管
理
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、「
失
わ
れ
た
年

金
」
な
ど
と
い
う
こ
と
も
な
く
な

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
も
っ
と
受

け
や
す
く
な
り
、
国
民
の
利
便
性

は
格
段
に
向
上
す
る
は
ず
だ
。
匿

名
化
さ
れ
た
医
療
情
報
を
分
析
す

れ
ば
、
効
果
的
な
治
療
法
や
病
院

・
医
師
の
治
療
実
績
な
ど
の
比
較

も
容
易
に
な
る
。

　

民
間
企
業
も
い
ま
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
の
活
用
な
ど
Ｉ
Ｔ
の
一
層
の

活
用
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
欧
米
企

業
は
日
本
の
経
済
・
社
会
に
眠
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
虎
視
眈
々
と
狙

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
経
済
規

模
の
大
き
い
先
進
国
の
デ
ー
タ
を

活
用
す
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
新
市
場
の
開
発
に
応
用
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
自
国

市
場
の
デ
ー
タ
が
外
国
企
業
に
囲
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活
用
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
か－

い
込
ま
れ
る
の
を
傍
観
し
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
ユ
ー
ザ
ー
企
業
自

身
が
Ｉ
Ｔ
を
真
に
理
解
す
る
幹
部

や
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
人
材
を

育
て
る
必
要
が
あ
る
。
官
も
民
も

Ｉ
Ｔ
活
用
の
意
義
を
改
め
て
問
い

直
す
と
き
だ
。（

４
月
１
日
執
筆
）
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取扱損保会社　あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
   （50音順）　  富士火災海上保険㈱・三井住友海上火災保険㈱
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『
故
人
の
御
霊
と
こ
し
え
に
安

ら
か
に
と
御
念
じ
を
頂
き
ま
し
て
、

只
今
か
ら
お
別
れ
の
御
焼
香
で
ご

ざ
い
ま
す
。』

　

社
長
の
妹
さ
ん
で
司
会
担
当
の

宮
本
広
美
さ
ん
の
優
し
い
声
が
、

悲
し
く
も
厳
粛
な
葬
送
の
儀
の
開

始
を
知
ら
せ
ま
す
。

　

今
月
の
企
業
と
人
は
、
中
野
市

一
本
木
で
葬
祭
業
を
営
む
志
賀
造

花
株
式
会
社
様
、
志
賀
メ
モ
リ
ア

ル
ホ
ー
ル
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

事
業
の
起
こ
り
は
、
今
か
ら　
40

年
近
く
前
の
こ
と
、
中
野
市
笠
原

で
建
設
業
を
営
む
先
代
の
故
広
栄

さ
ん
が
事
業
の
行
き
詰
ま
り
に
悩

む
と
き
、
現
社
長
の
秀
志
さ
ん
の

御
母
上
が
こ
の
地
に
ま
だ
数
少
な

い
葬
祭
事
業
に
打
っ
て
出
よ
う
と

発
案
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な

り
、 以
来
、葬
儀
用
造
花
の
取
り
扱

い
か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成　

年
に

10

は
自
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を

持
て
る
よ
う
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　

起
業
当
初
は
、
家
族
を
は
じ
め

親
戚
一
同
の
猛
反
対
に
あ
い
、
本

当
に
こ
の
世
界
で
食
っ
て
い
け
る

の
か
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
最

初
の
頃
は
、
家
族
数
名
で
の
経
営

だ
っ
た
の
で
月
々
の
給
料
も
ほ
と

ん
ど
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

同
世
代
の
皆
が
自
分
の
給
料
で
楽

し
く
過
ご
し
て
い
る
の
を
と
て
も

う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
様
に
確
立
さ
れ
た
葬
儀

の
仕
様
が
出
来
上
が
る
ま
で
は
大

変
ご
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
お

寺
の
住
職
に
葬
儀
の
手
順
や
作
法

を
伺
っ
た
り
、
特
徴
あ
る
経
営
ス

タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
る
の
に
多
く

の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も

女
性
ス
タ
ッ
フ
８
人
、
男
性
ス
タ

ッ
フ
５
人
の
い
わ
ゆ
る�
女
所
帯�

が
変
わ
ら
な
い
経
営
ス
タ
イ
ル
な

の
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
昔
は
葬

儀
依
頼
の
ご
家
族
の
と
こ
ろ
に
女

性
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ
て
打
合
せ
さ

れ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
ご
家
族
が

け
げ
ん
そ
う
な
顔
を
さ
れ
る
の
で

す
が
、
故
人
に
と
っ
て
ど
ん
な
葬

儀
を
し
て
あ
げ
た
い
か
、
家
族
の

お
話
し
を
聞
き
取
る
に
つ
れ
て
、

ご
遺
族
も
、
ま
た
葬
儀
に
携
わ
る

ス
タ
ッ
フ
も
故
人
を
お
送
り
す
る

に
相
応
し
い
葬
儀
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
宝
で

す
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

そ
う
何
度
も
機
会
の
な
い
喪
主
を

務
め
ら
れ
る
方
々
に
と
っ
て
は
、

き
め
細
か
い
気
配
り
や
ご
自
身
の

立
ち
振
る
舞
い
、
葬
儀
中
の
ス
タ

司
会
担
当  

宮  
本  
広  
美 
さ
ん
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ッ
フ
の
優
し
い
指
導
は
大
い
な
る

助
け
に
な
り
、
不
安
な
く
喪
主
を

務
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
志
賀

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
葬
儀
を
依

頼
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
、
多

く
の
皆
様
よ
り
評
価
も
高
い
企
業

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

終
わ
り
に
『
若
い
こ
ろ
は
別
の
人

生
を
歩
み
た
か
っ
た
自
分
も
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
今
で
も
変
わ
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

毎
日
家
族
一
同
で
こ
の
商
売
が
で

き
る
こ
と
、
ご
遺
族
様
か
ら
こ
の

う
ち
で
葬
儀
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
、
と
心
か
ら
の
満
足
を
言

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ
り

の
励
み
で
あ
り
喜
び
で
す
。』
と
、

や
は
り
苦
労
さ
れ
て
成
長
し
て
き

た
企
業
の
皆
さ
ん
は
世
間
に
対
す

る
感
謝
は
い
つ
も
持
っ
て
い
る
も

の
だ
と
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

誰
も
が
一
度
は
お
世
話
に
な
る

こ
の
業
界
で
す
。
な
か
な
か
機
会

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
読
者

の
皆
様
も
是
非
彼
女
の
司
会
進
行

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
耳
を
傾
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
ま
た
存
在
す
る

葬
儀
場
の
な
か
で
も
満
足
の
い
く

葬
儀
が
行
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
志
賀
造
花
株
式
会

社
、
志
賀
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の

皆
様
方
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
取
材
者　

市
川
真
一
）
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簿記・販売士・日商ＰＣ・
電子会計実務など
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　新たに取引の申込みを受けたとき、遠隔地の企業と取引をするときや、
取引先の悪い噂を聞いたときなどにご利用下さい。
　全国の５１４商工会議所のネットワーク、日経テレコン２１（東京商工
リサーチ、帝国データバンク、日経会社プロフィール等）を使い、取引先
の信用調査をいたします。
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第３５８号 平成２７年４月１０日（１０）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

����� 平成27年３月

第13回まちかど土びな展オープニングセレモニー日１
岳南広域消防組合 当所防火対象物立入検査月２
富山きときと空港エアポートセールス説明会
第４区議員団春季例会
青色申告者無料税務相談会火３
工業委員会
青色申告者無料税務相談会水４
商業委員会
３月前期正副会頭会議
平成26年度第２回中小企業相談所長会議
中野立志館高等学校全日制第６回卒業証書授与式木５
観光委員会
2015シーズン・キックオフ交流会
広報委員会金６
県連平成26年度第２回理事会
まちあるき　１回目土７
五区議員団３月例会
接客サービス業部会講演会木12
女性会役員会金13
平成26年度中野陣屋・県庁記念館ひな市特別展オープニングセレモニー土14
まちあるき　２回目
地域資源活用・農商工連携事業推進連絡会議月16
３月後期正副会頭会議
丸山隆英常議員ご尊父　丸山治男元常議員告別式火17
総務委員会
常議員会
長野マラソン大会実行委員会議水18
日商委員会
日商第121回通常会員総会木19
高丘支部総会
商業・観光委員会合同会議
長野県女性会連合会理事会金20
北陸信越ブロックＹＥＧ 第４回役員会・臨時総会・平成27年度役員予定者会議土21
長丘支部　総会
第９回土人形の里 信州なかの／土人形絵付けコンテスト表彰式日22
聖徳太子奉賛会大祭
臨時職員採用面接月23
第３回中野市総合計画審議会
中野土びな会場設営
魅力あるまちづくり若者会議大プレゼン大会
２区議員例会
アクサ共済フォーラム火24
ひな市「おもてなし隊」打合せ
信州なかの観光協会 役員会水25
通常議員総会
中野市産業公社　理事会・評議員会木26
中野市勤労者互助会役員会
延徳支部総会土28
科野支部新年総会日29
グランセローズキャンプインセレモニー月30
中野ひな市（～４/１）火31
　　〃　　・大灯籠びな出発式
　　〃　　・大灯籠びな直会
高市神社祭
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対象：ＰＬ保険プラン、業務災害補償プラン
　　　休業補償プラン、集団扱自動車保険
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次回は、���������午前10時～
　　　　　　　　　（原則・毎月第１月曜日）
場所・信州中野商工会議所
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〒383-0042　 中野市吉田714-4 TEL・FAX 24-5188
定休日　毎月曜日　http://セルクル.jp

 〈問合せ先〉 パティスリーセルクル
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　豊田出張所は、 原則、 毎週 月 ・ 水 ・ 金の３日間、
午前10時から午後４時まで、職員が出張して開
設します。
豊田出張所：中野市豊田支所２階 TEL／FAX 38－3044
＊留守の場合もありますのでお電話で在室をご
　確認ください。
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１．定期配達販売
 

 
２．窓口販売
※納品日以降に来所いただければお渡しできます。

  
３．お申し込み
　所定の申込用紙により事務局あてＦＡＸ等
でお申し込みください。ご不明な点がございま
したら下記までご連絡ください。　　
◇問い合わせ　
会員サービス課【TEL 22-2191　FAX 26-7007】
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６月５月区　　分
５日�７日�注文締切日
１０日�11日�納　品　日

５月４月区　　分
２０日�２０日�注文締切日
２５日�２７日�納　品　日

無　　料配　達　料


